
細⾒ 侑亮さん（NPO 法⼈京都⼦どもセンター）

発表者 2 名の“きっかけ”

個人の動きを組織だった活動につなげていくに

は？「私発協働」（※延藤安弘） という言葉が

あります。 ＜私＞から始まり、 まわりをゆるやか

に引きつけ、共に⼒を発揮しあうことを通じて『公

共の幸福』 に導く⼀連のプロセスをさします。

今日は、 この言葉を念頭に、 中心となって動く

メンバーである＜私＞と一人ずつの関わり合い

が、 どのようにグループとしての＜わたしたち＞

を形成したか。 どういう工夫があり、 課題をど

うクリアしているかを聞きたいと思います。
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深川：クロストークでは「事例発表の内容につ

いて、 質問を通じてさらに深める」「続く活動と

組織の秘訣についてポイントを考える」 「自団

体の実践に取り入れられるものを見つける」 の

３つを到達点としています。

まず、「地域課題解決の担い手について」 考え

てみます。 NPO 元年以降、 NPO と地縁組織

の相互連携への期待が大きかった。 ですが、

相互連携はその期待に沿うほど進んでいませ

ん。 一方で個人に目を向けますと、 内閣府の

調査によると「社会の役に立ちたいと思ってい

る人」 は 2016 年には 65.4％あり（ ※内閣

府「社会意識に関する世論調査 平成 28 年

度版）、 増加傾向にあります。 その内訳をみ

ると福祉活動や地域活動への貢献意欲は高

まっています。

とすれば、 なぜ個人が担い手として地域に関

われないでしょうか？ 多くの場合、 私ひとりの

参加はハードルが高く、 また何かのきっかけが

ない限り具体的な行動となって表れにくいです。

地域活動の担い手はどこに？ 「私発協働」 の考え方
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まちのほっとけないを良質なおせっかいで応援するまちスポ大津のフリーペーパー

江北図書館は⻑浜市⽊之本町にある滋賀県でもっと
も古い私⽴図書館。
2021 年に理事の世代交代を⾏い、同年 10 ⽉から
館⻑に就任。⼀箱古本市「いろはにほん箱」や、⼩
説『星と祭』復刊プロジェクトなど本を通じたまちづ
くり活動に取り組む。

同団体内で⻘年部 KAMONASU（かもなす）の代表
として事業運営に参加。京都府親と⼦の劇場協議会
から始まった京都⼦どもセンターは、1 週間の無⼈
島キャンプや、親⼦狂⾔など、⼦ども⾃然体験や⽂
化体験の企画を多数運営。多くの社会⼈ボランティ
アが事業や組織の運営を⽀えている。

住⺠参加のまちづくりやコミュニティ・ガバナンス、
対話の場づくりのファシリテーションなどが専⾨。
2009 年から京都市まちづくりアドバイザーを務め、
2019 年より現職。

お二人に聞きます、なぜ今の活動をやろうと思っ

たのでしょうか。

細見： 私は、 小学生から京都子どもセンター

の活動に参加していました。 その後、 大学生に

なってスタッフとして関わるようになりました。 そ

こで企画を創る楽しさを感じたのが最初です。

仕事でも子どもと関わっていますが、「学校は面

白くない」 という子も多いです。 そんな中、 活

動に来る子どもたちは活動も学校も楽しんでい

る。 活動からパワーを得ているんです。 その手



細見：3 ～ 4 人がスタッフになったら「やった！」

という思いです。 小学生のころの子どもらしかっ

た様子を知りながらも、 スタッフになるとしっか

りこなしてくれていてうれしいです。

深川：子ども食堂にも通っていた子どもたちが、

次は担い手（ スタッフ） になるという事例が見

受けられる。 参加者からスタッフへという流れ

は「憧れの自己実現メカニズム」（ ※上田信行）

としてみることができそうである。 アイドルグルー

プのバックダンサーが、 アイドルの背中を見てあ

こがれ、自分もその存在になる（ なろうとする）、

というサイクルに似ていますね。

深川：久保寺さんには、 これができているから

継続できているという部分を教えてもらいたい

です。

久保寺 ： そうですね、 コアメンバー以外にファ

ンクラブを作っています。 お掃除やイベント手伝

い、 準備などをお手伝いして助けてくれていま

す。 ファンクラブの人数も徐々に増えてきて、 心

強く思っています。 こちらの方は、 どちらかとい

うと年配者が多いです。“関わりしろ” が多い

のでいいなと思っています。

深川：コアでやる人と、 1 年で交代する人、 と

分かれているようですね。 いろんな人が関わ

れるように、 関わりのあり方にグラデーションを

設けているのかなと思います。「できるときにで

きることを」 という「関わりしろ」 が大きいので

はないでしょうか。

深川：京都子どもセンターは事業ごとに活動さ

れているようですが、 どうしてその仕組みにして

ろ、 スキルも多様に持っていて、 得意分野も違

います。それを活かしてもらうように任せています。

普段はＬＩＮＥやＺＯＯＭ中心に情報共有してい

るため、 気が付いたことは何でも伝えるようにし

ています。 意見がぶつかることもありますが、ちゃ

んと耳を傾けようというルールにして、 最初は聞

く、 そのあとに意見を言うことを心掛けている。

忙しい中、 自分ごととして関わっており、 みんな

が使命感を持っているのでありがたいです。

深川：＜私＞個人として関わっていく原動力をもって

いることと、 対話を重ねていく努力が大切なのです

ね。

深川： ちょっと意地悪なことを聞きますが、 お

二人の活動の中で辞めていった人はいないの

でしょうか？

細見： 京都子どもセンターのプロジェクトでは、

スタッフは毎年ほとんど入れ替わります。 特に

学生スタッフは 1 年だけが多いです。 仕事を始

めて遠のくスタッフも出てきます。 活動するとき

は、 45 人程度のメンバーがいるのですが、 コ

アメンバーは 15 ～ 20 人ぐらいです。

深川：入れ替わりがあるから、 コアメンバーが

しっかりしていないといけない。 「自発性は揮発

性」（ ※早瀬昇） という言葉があります。 自発

的に関わるというエンジンをもっているが、 それ

が何からをきっかけに失われていると、 関わり

がなくなってしまう。 中心メンバーが強く継続し

ていくことが重要ですね。

久保寺さんはどうですか？

久保寺 ： 江北図書館は公益財団法人なので、

関わっているメンバーは理事が中心です。 2 年

任期で 3 年目を迎えます。 財団法人としての

歴史は 100 年、 ずっと理事制をとっています。

今までの理事は 2 年で代わることが多かった

ようですが、 今のメンバーはみんなで建物を建

て替えるまで見届けようという意気込みです。

深川：京都子どもセンターは、元参加者がスタッ

フになっている、 小学生が大学生になって戻っ

てくるなど、 長期的に縁が巡ってきているようす。

どうやって長い期間活動できているのですか？

仕掛けとして何か意図されていますか。

細見：青年部ＫＡＭＯＮＡＳＵは法人化 3 年目

の 2003 年から始まりました。 当時は無人島

キャンプしか事業がなく、 1 年だけの予定だっ

たらしいです。「次の年もやったろう！」 と続き、

継続事業になってきました。 今ではごく自然に、

参加者が高校生になったらスタッフになるとい

う形になってきています。

深川：何人ぐらいがスタッフになるのですか？

活動を支えるコアメンバー

助けができたらいいなぁと思い、 活動に運営側

から参加するようになりました。

久保寺 ： 私は、 10 年前に1 年間だけ江北図

書館に関わりました。 その時から、 本に加えて

“ 歴史ある空間” としての面白さがあるこの場

所に魅了され、 何とか関わり続けたいと、 木之

本で古本屋を開きました。 その後 8 年間本に

関わる活動を木之本で続けてきました。 お誘

いを受けて理事になったとき、 周囲でも何人か

に声をかけ、 そのとき集ったメンバーが一緒に

理事になりました。

図書館が好きから始まったのが、 まちの人が好

きになり、 まち全体が好きになってきました。 こ

こをなんとかしたら、 まち全体がよくなるのでは

ないかと思い、やってみたいと取り組んでいます。

深川： では、 中心になっているメンバーはどう

いう関わりの仕方ですか？特に、 京都子どもセ

ンターは、 仕事を持つスタッフが大半とか。 どう

やって関わっているのでしょうか。

細見： 京都子どもセンターの活動主体は社会

人と学生です。 無人島キャンプは学生が「 隊

長」 として引っ張り、 経験者がサポートしていま

す。 全員そろった会議をするため、 夜や週末を

中心に予定を決めてしまい、 確保してもらってい

ます。 隊長とは、 事業に参加すると決めたらしっ

かり関わってもらえるように事前に話をします。

学生スタッフも応募があったらリモートで面接を

し、 最後まで関われるかを確認しています。 社

会人の中には、 いろんな部分を分担して少しず

つ関わっているスタッフもいます。

久保寺： 私たちの運営メンバーは仕事もいろい

スタッフのいろいろな関わり方

次世代はどう育つ？ 継承の工夫

モチベーション維持のポイント
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久保寺 容⼦さん（公益財団法⼈江北図書館）

若⼿が加わった理事のみなさん
（写真：公益財団法⼈江北図書館）

会場の様⼦

無⼈島キャンプのみなさんの様⼦
（写真：NPO 法⼈京都⼦どもセンター）

活動を支えるサポーターの仕掛け



るのでしょうか。 やる、 やめる、 は最終的に誰

がどう決断しているのか、 気になりました。

細見： よくある状況です ( 笑 )。 例えば、 事業

計画を話しているけれど、 先の展望が中心に

なってしまい、 来年何をするか、 という話が決ま

らないんです。 そういう場合は、 根気よくこちら

が歩み寄って「まずは 1 年ごとの話をしよう」 と

話題を戻して、 ちょっとずつ進めています。

他に何かやりたいことがあったら、 定例会だけ

ではなくて普段の会議でも発信してもらってい

る。 複数人から提案があっても、 その人のやる

気が伝わればスタッフも集まる。集まらなくても、

その時に考えよう、 としている。 やりたい気持ち

が実現できるようにベテランスタッフがサポート

しています。

深川：うまくエンパワメントして進めているようで

す。 フォロー体制がきちっとある。

参加者 ：自分の団体のことと重ね合わせなが

らお話を聞いていました。 私たちも、 活動の中

で無人島キャンプをやっています。 子どもたちも

一緒にやりたいことをやる、 やりたくなければや

らなくていい、 と自由にすごしている。

お二方の活動では、 スタッフの方と参加者の

関係性はどうですか？準備をする人がいて、 参

加者は受け身で参加されるのでしょうか。

久保寺 ： イベントの内容にもよるけれど、 おお

むね作る側と来る側に分かれています。 古文

書講座をしていますが、 スタッフの一人が講師

をして、 参加者が来てくれています。 ただ、 参

加者がそこからファンクラブに入ることもあるん

です。 古本市は、 参加者は参加者。 楽しみに

来る人と、 お店を出店する人、 そして主催者に

分かれています。 参加される対象としては、 お

子さんが少なく、 大人が多いです。 なので、 参

加者と一緒に育ちあうという視点はこれからの

課題かと思います。

細見： 事業によって違います。 無人島キャンプ

は主催側が準備して、 班単位で過ごしてもら

う。 どうやって過ごしていくかなどは一緒に考え

るんですが、 テーマや活動は主催側でがっちり

決めています。「京都部」 という企画では、 子

参加者は受け身？ 主体的？

活動の価値観をどう引き継ぐか
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いるのでしょう？

細見： あえて、 というより勝手にその仕組みに

なった感じです。 第 1 回目を実施したときに隊

長をした人たちは「何かデカいことをやりたい」

という気持ちを持ってやっています。 それが次の

スタッフにつながったものが、 次にも残っていま

す。 実現しなかった事業も、 終わっていったも

のもある。 やりたいという人がいる限り、 延々と

作られていきます。 そこを応援しよう、 というこの

スタイルになっている。

深川：「やりたいを実現する組織」 なのですね。

やりたいができる、 継続する、 となったら積極

的に関わろう、 とするのですね。

深川： 会場から、 聞いてみたいことがあれば

どうぞ。

参加者 ： 無人島キャンプはどうやって始まった

のですか？失敗もあると思うのですが、 それは

次に活かして続いているのでしょうか？

細見： 始まったのは僕はいなかった頃の話で

す。 当時の話を聞くと、 はじめは島も、 地域も

決まっていなかったらしいです。 まず海に行って

みて、 よさそうな無人島を紹介してもらい、 そこ

で山に登っていたら帰れなくなって、「助けて～」

と叫んでいて助られた漁師のおじさんにちょうど

いい島を紹介してもらって、 今も続いているらし

い ( 笑 )。 長い事業で、活動が今風になるなど、

細かな部分は変わっていますが、 大事なところ

は曲げないようにしようと伝えています。

参加者 ：子どもの参加について、 告知や申し

込みはどうやってやっていますか？

細見： Facebook や Instagram で紹介して

います。 京都には、 夏休みに向けて小学校で

配られるキャンプ事業などが載った冊子がある

ので、 それに載せてもらって配布されて知って

いる子どもは多いです。 あとは口コミですね。 1

人で 5 人ぐらいの友達を連れてくる人もいます。

深川：口コミは強いですよね。

参加者 ： 京都子どもセンターの活動で、 この

事業をやりたいという人が複数いたとき、 どう

やっていくのですか？ この人が進めるとトラブル

が起きそう、 というような人が関わっているとき

などもあると思う、 そういうときはどう対応してい

どもたちと一緒に会議して、 どういうことを学び

たいか考えています。 それぞれに担当を決めた

り、 当日もプレゼンしてもらったりと子どもも運営

主体になります。「KAKEHASHI」 という東日

本大震災をきっかけに生まれたボランティア活

動では、 東日本のどこでどんな活動をするか、

どんなものを学びたいかを子どもたちから聞い

てやっている。 という風に、 一部企画では一緒

にやっているものものあります。

深川： ありがとうございます。 他に、 付箋でい

ただいている質問からも尋ねます。「継続してい

くため、 次に引き継ぐときの課題は何ですか。

人的なものより、 想いや価値観を引き継ぐ工

夫について」 ということです。 何かありますか？

久保寺：江北図書館の長い歴史の中、 私たち

は 40 分の 1しかまだ活動していません。 引き

継いでやっていく場合、 価値観は変わっていっ

ていいと思っています。 形は変わってもこれだけ

は変えてはいけないものという中心的なものは

変えてはいけないと思う。

ただ、 引き継ぐための 「人」 がネックになってい

ると思う。 5 年後、 10 年後、 どうなっているか、

誰か代わりにやってくれるだろうかと思っていま

す。 一緒になって同じような熱を持って、 動いて

くれる、 面白がってくれる、 という人が増えてく

れば、 と思いながら活動しています。

深川： 江北図書館はとても新しい取り組みをさ

れています。 関わってくれる人の中にも面白がっ

てくれる人がいるのではと思いますね。

久保寺 ： 前例がないことをやっているので、 共

感してくれる人はいます。 今は全国公募しようか

と思っています。 一緒に走ってくれる人がいると

嬉しいですね。

深川：京都子どもセンターはどうですか？

細見： お話聞いていて思ったのは、 今年の無

人島キャンプの時、 5 ～ 6 年前に隊長をしてく

れていたスタッフが参加してくれていました。 最

後の感想に「KAMONASU として大切にして

いた部分がぶれて来たように思う」 と書いて

あり、 ショックでした。 どこかしらブレが生じる、

昔から大事にしてきた部分の認識を改めて見

直す必要があるかなと思っています。 餅つきな

どの恒例イベントも、 お互いにどう受け継いで

きたのか、 団体としての想いなどをそれぞれの

スタッフが改めて認識して、 次の世代に伝えら

れたらと思っています。

「 無人島キャンプ」 の始まり方

やりたい意欲を育てるには
江北図書館 にぎわうイベントのようす

（写真：公益財団法⼈江北図書館）



■ 誌面に関するお問い合わせ

特定非営利活動法人まちづくりスポット大津
〒 520-0021

大津市二本松 1 番 1 号ブランチ大津京内
MAIL: info@machispo-otsu.net
https://machispo-otsu.net
TEL：077-511-9814  
FAX：077-548-6758

深川： 新年会や餅つきは、 振り返りを行うとと

もに、 過去のことを聞いたりする機会でもある

んですよね。

細見： 昔の面白いエピソードとか、 こんなこと

を大事にしてきたと聞き、 いろんな方が関わって

いる団体なんだなと感じて、 大事にしていく、 と

いう気持ちがします。

深川： 大学時代に神戸市真野地区でフィール

ドワークしていましたが、 そこでも飲み会などの

場で過去のまちづくりの歴史、 震災体験など

を引き継いでいました。 日本には、 鍋を囲むと

いうものがある。 そういう機会に、振り返ったり、

共通体験の引継ぎなどができているのかなと

思いますね。

深川： お二人からのお話を踏まえて、 まとめを

紹介したいと思います。 活動を継続する秘訣に

は、

① 私や、 わたしたちの、 お
2

もいや問題意識を

大切にする　部分→人

楽しみややりがいを原動力にする 「人」 の力

② お
2

互いの信頼関係と活動の With 志向　　

協働志向　　→関係性

　相互信頼関係、 つながり、 あの人とだったら

できるという他者を含んだ自信

③ 次
2

の世代が関わりやすい仕組みづくり

→仕組み

みんなが乗っかれるコミュニティづくり。 できる

範囲で、 活動に応じたマネジメント、 フラットで

なくても事業にあったやり方（ 京都子どもセン

ターの隊長やスタッフなど） を考える。

これら、 それぞれの要素が相互連関的に絡み

合っている　ということがポイントです。

活動が続いていくためには、 想いの分かち合

いが大切です。 そのうちに、 人・ 関係性 ・ 仕

組みの分かちがたい集合体になってくる。

それが 「うまい活動」 ができあがっていく秘訣

かと思った次第です。

頭文字をとって「お ・ お ・ つ」 としてみました。

（会場歓声＆拍手）

以上でクロストークを終了したいと思います。 あ

りがとうございました。

進行 ： 特徴的な 2 つの活動から継続の秘訣

や関わり方の工夫を伺いました。 深川先生、

細見さん、 久保寺さん、 ありがとうございました。

開催⽇：2023 年 12 ⽉ 2 ⽇（⼟）

◎ 活動の人育ちを応援
　　　（講座など）
◎ 相談 ・ コンサルティング
◎ 交流 ・ ネットワーキング事業

◎ 情報収集 ・ 発信
◎ 「ハッシュタグ大津京」 運営

　　　　　公益財団法人 淡海文化振興財団
共催　　（淡海ネットワークセンター）
　　　　　特例認定 NPO 法人まちづくりスポット大津

活動が続く秘訣とは！？

会場の様⼦

深川先⽣によるまとめスライド深川先⽣によるまとめスライド

ecoeat ブランチ⼤津京店
（⼀財）⾔語交流研究所
ヒッポファミリークラブ
LAKESIDE Jr
⼤津おやこ劇場
万歳！！パペッティーノ
⾵のかけたる

第 1部では以下の団体がパネル展示をしました。
一部団体は 3分間の活動紹介を行いました。

ぼてじゃこトラスト
（特活）こどもソーシャルワークセンター
（特活） CASN（カズン）
（社福）滋賀県⺟⼦福祉のぞみ会
（特活）あめんど
トーキョーコーヒー⼤津瀬⽥ Tim
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